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打上げて，そこに雷を落とす誘雷実験施設だった．この

実験では安全のために人間は地下壕の中へ避難し，雷雲

が消え去るまでは一歩も外へは出られないとのことで，

まるで雷の空襲をうけているみたいであろうと想像され

た．その他，気球を用いて雷雲内の電場や大気導電率，

降水粒子の電荷の観測等も行っているそうである．アメ

リカにおける大気電気学研究の活動的な雄大さの一端に

触れた思いである．　　　　　　　　　　　（牧野雅彦）

　7．おわりに

　この会議中に行われたICAEの委員会では次の3つ

のことが決まった．1・委員の補充，2．次回第8回国際

大気電気学会議を1988年にスェーデンのUppsalaで開

催すること，3。委員会のサブコミッションを改組して

次の6つとすること．

　1．Standard，Method　and　Applications（委員長
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　　H！．Dolezalek）

　五．Global　Circuit　and　Solar　Terrestrial　Relations

　　（R．Reiter）

　皿．Atmospheric　Electricity　on　Other　Planets（L．

　　Lanzerotti）

　N．Ions，Aerosols　and　Radioactivity（M．Takagi）

　V．Clouds，Precipitation　and　Thunderstorm　Elec－

　　tricity（J．Latham）

　V正．　Lightning　and　Sfもr量cs　（S．Lundquist）

　サブコミッションの活動について御意見のある方は，

それぞれの委員長と積極的に連絡をとられるようおすす

めします．

　最後に，1988年の第8回国際会議に向けて，今から論

文発表の準備を進められるよう，特に若い研究者に希望

します．　　　　　　　　　（ICAE委員長　小川俊雄）
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